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TICADとODA
－ より良い開発援助に向けて －

遠藤衛

TICAD市民社会フォーラム
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本日の話の目次：

1. アフリカはどういうところ？
なぜ援助が必要なのか？

2. TICAD
成果と課題

3. 日本の対アフリカ援助はどうしたら
良い？
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１．アフリカはどういうところ？
なぜ援助が必要なのか？
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アフリカは多様な世界

 サファリも、ジャングルも、砂漠も、寒いところも

 天然資源は豊富（石油、鉱物、農産物）

 未知の疾病もあるが、有用物質も

 900以上の部族、800-1,800の言語

 内戦等があるが、平和な国々も多数
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アフリカの大きさと人口

 面積：3,026万平方キロ
　　　（日本の80倍、世界の22.2%）

 人口：9億2,500万人
　　　（日本の7.24倍、世界の14.2%）

 国数：53カ国
　　　（国連加盟国の27.6%）

 貧困者数：41%（約3億8千万人）
　　　一日を１ドル以下で生活する人々
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MDGsとは？

 MDGs（Millennium Development Goals）

　　ミレニアム開発目標

2015年までに、世界が達成するべき重要な目標
を、2000年に国連で各国首脳が署名した。

18の目標：

例：2015年までに、一日1ドル未満で生活する
人々の数を半減する。

<http://www.undp.or.jp/arborescence/>
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アフリカの状況は？

 アフリカのサハラ砂漠以南の諸国は、MDGsを
2015年までに達成するのは、困難だと言われて
いる。HIV/AIDSの高い罹患率等も。

 高い人口増加率＝貧困問題と直結

 生活状況はなかなか改善しない＝貧富の格差拡
大、一次産品価格の不安定、労働市場が硬直的
等で工業化が困難

 いまだに国内的統一が確立していない国がある
＝内乱や内戦の危険性がある
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アフリカ発展のために
必要なことは？

（１）ガバナンスの改善、紛争の解決

（２）人びとへ投資すること

（３）生産性と競争力の向上、経済の多様化

（４）援助依存と債務を減らし、パートナーシップを
強化すること

（５）市場規模を拡大し、魅力的な投資対象地域を
作り、地域経済統合をめざす

『アフリカは21世紀を自らのものにできるか？』
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アフリカについて：まとめ

 多様な人々と文化が存在するところ

 貧困にあえぐ人々が多く、HIVやマラリア等の
疾病も人々の生活を脅かしている

 国が自立した発展を遂げられない

 経済発展が困難、債務負担が重い

 先進国からの援助を必要としているが、今ま
でと同じやり方でなく新しい方法が必要

 平和の維持と人々の基本的人権が重要
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２．TICAD：成果と課題
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 アフリカ開発（東京国際）会議
Tokyo International Conference on African
Development: TICAD

 日本政府主催、世界銀行、国連開発計画
（UNDP）、アフリカのためのグローバル連合
（GCA）との共催

 1993年以来、アフリカ各国首脳を招いて、5年
に1度開催。2008年は4回目。

 今年は5月28-30日、横浜で開催。
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これまでの主要な成果

 90年代の欧米諸国による援助疲れの中、
アフリカ支援の重要性を強調。

貧困削減や貿易促進を主張してきた。

 「アフリカ開発のための新パートナーシッ
プ（NEPAD）」へと発展。

南々協力の重要性を主張。
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問題点

アフリカ重視や貧困削減という世界的テーマ
を形成したが、それを発展させられなかっ
た。

援助の方法論の改善や債務救済・援助額増
額等の議論で遅れを取った。

対アフリカ援助を外交ツールや貿易促進の
ツールとしたため、MDGsの実現に向けた努
力に専念できず、TICAD自体も曖昧に。

市民社会の参加を軽視してきた。開発？外
交？
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出典：外務省ホームページ
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今年のTICAD IVの見どころ

 アフリカの最重要問題である貧困問題に、どこま
で迫れるか（環境や緊急援助等の他の問題で貧
困問題を隠れ気味にしない）。

 日本政府がアフリカ援助額増加と、援助方法論
の改革実現を、どこまで具体的に約束できるか。
（cf.参議院決議、ガボン閣僚会議）

 中国等に対して、お手本となれるか。

 市民社会と真のパートナーになれるか。
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３．日本の対アフリカ援助は
どうしたら良い？
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日本のODAの状況

 日本のODA総額は90年代中盤以降継続して減
少、ピーク時の97年からは38%減。

 ODA予算（07年）は、GNIの0.2%、財政83兆円の
0.8%、防衛予算の15%、生活保護予算の3分の
1、伸び率は-4%。

 対アフリカ援助予算は、05年に1,100億円、ODA
の10.8%、06年に2,560億円34.2%（支出純額518
億円6.9%、無償で純額707億円)。過去平均約
10%、06年に無償で9.4%。イージス艦は1400億円
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出典：外務省ホームページ
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日本政府の対アフリカ援助方針

 今後3年間でアフリカ向けODA倍増

 今後5年間で全世界向けODA100億ドル（約1兆
円）積み増し

 「保健と開発」に関する新イニシアティブ（アフリ
カは主要な対象）

 貿易を通じた途上国の持続的開発を支援する
ための「開発イニシアティブ」

 経済成長を通じた貧困削減

 平和の定着支援
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日本（世界）はどうやってアフリカを支
援するべき？

 世界の議論は、GNIの0.7%は開発援助に使うべき
と主張。また、開発援助と外交・国家戦略は切り
分けるべき。日本は「ODAは外交ツール」。

 貧困や病気で苦しむ人々への救済を、何か別の
ことに関連づける意味は？国策？国家戦略？

 経済成長するためにODAによる経済インフラ投資
は必須ですか？日本の地方部への過剰/不均衡
インフラ投資からの反省は？

 援助の方法論は改善が続いており、世界の知恵
から日本が学ぶ姿勢は？

 次の５０年１００年のLDC支援とは？
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効果を上げられる援助とは？

 援助は、良い政策環境のもとで有効に作用する。

 援助の価値は、公共サービスが効果的に行きわた
るように、制度と政策を強化すること。

 活気ある市民社会は公共サービスを改善する。

 重点は投資からインセンティブへ。物的資本そのも
のより、成長を促進する制度と政策を重視へ。

 改革が重要、プロジェクトは体制全体の変化に貢
献しない限り影響力は無い、市民社会の関与が重
要。

 援助方法論のたゆまぬ改善（アンタイド、プログラ
ム援助、援助の民主化・透明化等）が必要。
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市民や学生はどういう関わりを？

 アフリカを知る、訪ねる、交流する。

 過去について深め、現在・将来を熟考。

 世界の議論を学び、積極的に参加。

 ODAについて理解を深める。
 何のためのODA/開発援助か？
 ODAをウォッチし、政治的にアクティブに。
 人として・地球市民として。
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あなたは、
アフリカに向けた日本政府の政策をど
うすべきだと思いますか？

Thank you


